
 

 

 

１ はじめに 

 南能登地区における読書指導、敷衍して論理的

思考力およびコミュニケーション能力育成のため

の諸活動について、七尾高校の取り組みを中心に

紹介する。七尾高校は２０２２年、全国で８校の

ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）第Ⅴ

期「先導的改革型」校のひとつに指定され、能登

の基幹校として生徒の論理的思考力、創造性、独

創性、科学的探究力、表現力、国際的な場面で討

議できる英語活用能力の養成・カリキュラムおよ

び指導法の開発を行っている。文理の枠を超えた

探究活動「融合プロジェクト」を推し進めること

で、学際的協働を主導するファシリテーターを育

成するという責務を負っており、教務課図書係を

中心として企画運営される読書指導も、これらの

教育活動と有機的に連携した取り組みが目指され

る。学校図書館の蔵書数は約３７，２３１冊、別

にＳＳＨ推進室の蔵書として、各分野の専門書か

ら論文執筆および発表の手引書まで、大学の研究

発表のレベルに堪えうる書籍が多数揃っており、

学校図書館の平均蔵書数２５，８１３冊（２０２

１年度・全国学校図書館協議会調べ）と比較して

も、その充実ぶりがうかがえる。 

２ 実践の概要 

（１）探究活動における図書の活用 

七尾高校の探究活動はＳＳＨの開発した手法を

普通科にまで広げた全校体制が敷かれ、学年に応

じた活動が設定される。特に１年次「知の探究基

礎」においては、探究活動に必要な基礎的スキル

を身に付けるための授業が展開されるが、テクニ

カルライティング、文献調査、ディベートといっ

た活動の中で図書館が活発に利用され、図書資料

の探し方、資料の引用の仕方、参考文献の記入の

仕方、発表の手法など、探究活動の土台を学ぶ。 

（２）朝読書（読書週間） 

 朝読書については南能登地区１１校のうち、毎 

日行っている学校が複数ある。七尾高校でも年に 

２回読書週間を設け、朝の時間を活用して実施し 

 

 

 

ている。担任、副担任も自分の読みたい本を持参

の上で参加し、学校全体での読書に対する意識高

揚を図っている。図書の選定にあたっては、学年

に応じて新書を指定する等、普段手に取ることの

少ない本に接する機会を設けている。新書につい

ては岩波書店、講談社の新刊など、年間約１６０

冊の新書新刊が書架に加わるが、これは他校に例

を見ない特徴といえる。読書週間の締めくくりと

して一言感想やブックレビューを書くが、新書の

レビューは南能登地区でも珍しい取り組みで、内

容も大変読み応えがある。 

（３）青春の読書 

 平成１４年から２０年間、『青春の読書』と題し

た小冊子を全校生徒に配付している。全職員が、

自らが青春時代に親しんだ本や感銘を受けた本、

現在関心を持っている事柄についての本を一冊選

定し、紹介文とともに掲載している。身近な先生

の読む本に生徒は高い関心を示し、「〇〇先生の紹

介した本を貸してください」と図書館に訪れる生

徒も多い。また、自身で購入した書籍を教室に置

く担任もおり、あたかも個性豊かな「ミニ図書館」

の様相である。 

（４）企画展 

１９１１年『善の研究』の各編を発表した哲学

者である西田幾多郎は七尾ゆかりの人物である。

文化祭や、命日である６月７日には「寸心忌」と

書かれたポップが目を引く企画展が行われ、「人格

の実現」を目指す若者の思索のひとときを保障し

ている。最近では七尾高校の校舎を舞台にしたオ

ジロマコト氏の漫画『君は放課後インソムニア』

の特設コーナーが目を引く。不眠で悩む高校生ふ

たりが織りなす青春ストーリーで、七尾高校の校

舎がそっくりそのまま描かれた漫画の誌面や色紙

などが展示され、生徒の人気を博している。 

（５）『図書館報』の発行 

『図書館報』は１９５２年の創刊から令和４年

３月号で１６０号を数える。読書感想文や読書感
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想画コンクールの結果、図書委員会の活動報告、

図書館利用状況などの統計資料に加え、生徒の意

識啓蒙のための特集記事を組んでいる。令和２年

発刊の１５７号では、石川県西田幾多郎記念哲学

館の全面的な協力を得て、生誕１５０周年を記念

した特集記事を掲載した。 

（６）アトリウムコンサート 

 いしかわ教育ウイーク学校公開に合わせて行う、

図書委員会と放送局、吹奏楽局、合唱部のコラボ

レーション企画である。「となりのトトロ」「もの

のけ姫」といった親しみやすい題材で、楽器演奏

や合唱を取り入れた、図書委員による朗読劇が行

われる。半屋内の中庭「アトリウム」は大きな吹

き抜けになっており、開催時には四囲の窓からコ

ンサートを観賞する来校者や生徒の姿がみられる。 

（７）図書委員研修会 

 図書委員を中心に、文芸部などからも参加があ

る。研修内容は石川県立図書館専門員を招聘して

のビブリオバトル、宮沢賢治読書会（生誕１２０

周年記念企画）など多岐にわたる。この企画をき

っかけに金沢市内で行われたビブリオバトルに参

戦し、見事優勝を勝ち取った生徒もいる。文芸部

に所属しており、大学進学後に第１４回小学館ラ

イトノベル大賞を受賞して小説を出版するに至っ

たが、その活動の根源に「居心地のよい図書室」

があったことは間違いない。 

３ 今後の課題 

 平成２９年度「学校読書調査」（公益社団法人全

国学校図書館協議会及び株式会社毎日新聞社）に

よると、高校性の不読率は５０．４％である。 

左下の図表は平成２８年度に１年生２３８名を

対象として実施した「読書量と読解力に関する調

査」（一部抜粋）である。読書量の多寡については

自己申告であるものの、７～１８．３ポイントの

差異が見られた。ＬＩＮＥなどのＳＮＳが遍く高

校生に浸透した感のある昨今、不読が招くことば

貧困化、論理的思考力やコミュニケーション能力

の低下は看過できない。一方で学校において一人

一台端末が実現し、諸情報のアナログからデジタ

ルへの進展は、授業内外での読書指導の在り方に

大きな影響をもたらすと考えられる。ロイロノー

トやグーグルクラスルーム等を用いた知の集積、

再構築、表現の手法の研究や開発、ハイブリッド

化に伴う諸問題の解決なども学校図書館に課され

た大きな課題である。 

 自我の確立は他者とのコミュニケーションを除

いて成立しない。漠然と存在する、自分という心

の塊は、他人との、時に痛みを伴うやり取りを介

し形作られていく。しかし今、若者たちからは本

音を語らず、摩擦を減らして生きていきたいとい

う思いが見て取れる。それでは強靭な自己は育た

ない。また、他人に合わせるという行動の動機が、

人との摩擦を減らしたいということのみに留まれ

ば、他者の考えがどのような道筋で成り立ってい

るか、その文脈も関係ない。本を読むことは、他

人の思考の文脈を辿る作業であり、齋藤孝氏曰く

「思考停止せず、他者をどんどん受け入れていく

柔らかさ」を身につける営みだ。思考停止の動機

は他者への恐れであり、読書はその恐れを軽減し

得る。必要な時に傍に寄り添い、知の喜びを与え

てくれる本は「理想の友」と言うこともできるだ

ろう。本の中の登場人物は、実際の血は通ってい

ないけれど、ＬＩＮＥのメッセージを１日１００

件打つ友達よりも様々なことを教えてくれる、落

ち着いた友人である。図書室が、生徒の知を育み

生を彩る場所となるよう、更なる実践を積んでい

く所存である。 


